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出願資格 出願書類

選抜方法／出願書類、ゼミナール報告要旨、自己の見解説明および集団討論の状況にもとづき多面的・総合的に評価・判定
　　　　　　　 します。

試験当日の進行や評価のポイント
については、本学入試情報サイトで
の説明に加えて、入試説明会、オー
プンキャンパスでの関連する企画
等への参加や個別相談の利用が参
考になるので、これらのイベントに
参加することを強くお勧めします。

あらかじめ発表される総合型選抜
の課題について、各自で事前に学
習を行い、それをふまえて自己の
見解をゼミナール報告要旨（A4
用紙1枚・本学所定の用紙）に適
切にまとめましょう。

ゼミナールでは、冒頭に各自が5
分ずつ、事前に作成したゼミナー
ル報告要旨にもとづいて自己の見
解説明を行います。見解説明で
は、報告要旨を使いながら自分の
考えを適切にまとめて報告する能
力が評価されます。

各自の見解説明の後、大学教員
の司会で集団討論を行います。
集団討論では、積極的な発言、教
員の質問や他の人の意見に対す
る的確な応答、発言の論理性な
どが評価されます。

ゼミナール（見解説明＋集団討論）100点 100点満点

法学部
THE FACULTY OF LAW

法律学科

試験内容

※　試験当日の進行や評価のポイントについては、受験生・保護者対象入試説明会、オープンキャンパスでも説明しますので、関連する企画等への
　　参加を強く勧めます。

100点10:00～

時間試験内容等 配点

課題について、参考文献等をもとに事前に自己の見解をまとめ、ゼミナール報告要旨を
作成します。ゼミナールでは、報告要旨にもとづいて自己の見解を説明した後、集団討論
を行います。ゼミナールでは、参考文献等（参照物）を利用することができます。
（見解説明1人あたり5分・集団討論45分）

ゼ ミ ナ ー ル

ゼミナール方式では、課題について事前に作成した報告要旨にもとづいて自己の見解を説明した後、集団討論を行います。課題および参考文献、参照物の
詳細等については、受験生・保護者対象入試説明会［2023年6月18日（日）］で発表します。本学の入試情報サイトにも掲載します。

OnePointADVICE ワンポイントアドバイス

配点

⑴
⑵
本学法学部法律学科入学を強く希望し、合格した場合には入学する意思を明確にもつ者
次のa～dのいずれかに該当する者

a.

b.

c.

d.

高等学校または中等教育学校を2024年3月卒業見込みで高等学校または中等教育学
校後期課程第3学年第1学期までの全体の学習成績の状況が3.5以上の者
高等学校または中等教育学校を2023年3月以降に卒業し、高等学校または中等教育学
校後期課程の全体の学習成績の状況が3.5以上の者
通常の課程による12年の学校教育を2023年3月以降に修了（2024年3月に修了見込み
の者を含む。）し、かつその所属する教育施設の教育課程（修了見込みの場合は第3学年
第1学期まで）の全体の学習成績の状況が3.5以上の者
高校卒業程度認定試験（学校教育法施行規則第150条5号）に合格した者または2024年
3月31日までに合格する見込みの者（大学入学資格検定による合格者を含む。）この出願
資格については2023年9月1日（金）までに本学入学センターに問い合わせてください。

ゼミナール方式
次の⑴～⑵すべてに該当する者

これまでの学校での授業を通して学び考えたこと、課外活動・ボラン
ティア活動を体験して考えたこと、将来の進路について考えること等
を関連させながら、法律学科を志望する理由を、日本語800字程度
で説明してください。

a、c、dは本学所定の用紙です。シューダイレクト出願ページから印刷
してください（108ページ参照）。出願シート以外の本学所定の用紙
は、志願者本人の自筆により、黒ボールペンを使用して横書きで作成
してください。ゼミナール報告要旨をパソコンで作成する場合は、原稿
を所定用紙の枠内に直接印字または貼付してください。

調査書は出願資格の確認および選抜の参考として活用します。学習成績
の状況、総合的な学習の時間の内容・評価、特別活動の記録、指導上参考
となる諸事項等をもとにして、学力の3要素全てを多面的・総合的に評価
します。志願者本人が記載する出願書類は、試験に活用します。

（注）

ゼミナール方式
a.
b.
c.

出願シート
出身学校調査書
志望理由書（日本語800字程度）

d.

e.

ゼミナール報告要旨（A4用紙1枚）
課題について参考文献等をもとに事前に自己の見解をまとめ、ゼミ
ナール報告要旨を作成してください。
高校卒業程度認定試験の合格（成績）証明書または合格見込成績
証明書（該当者のみ）

なお、学校教育法施行規則第150条2号、3号、4号または7号に該当する者も出願することができます。この出願資格については、2023年9月1日（金）までに本学入学センターに
問い合わせてください。（法律学科全方式共通）

試験日

10/22（日）ゼミナール方式

受験生・保護者対象入試説明会［6/18（日）］で
課題および参考文献、参照物の詳細発表！

総合型選抜

ゼミナール方式、スポーツ実績方式、芸術・文化実績方式共通

試験内容

英語力試験 文章構成力（ライティングを含む）・
読解力・リスニングテスト

音読テスト

10：00～11：10 100点

20点

30点

11：20～（1人5分）

13：30～
（1人15分程度）

試験内容等 時間 配点

課題図書に関する質問を含み、出願書類にもとづき行います。

課題図書をあらかじめ提示し、それを出題範囲
として文章構成力（ライティングを含む）・読解
力・リスニングテスト、音読テストを実施します。

選抜方法／英語力試験、出願書類および個別面接における発言にもとづき多面的・総合的に評価・判定します。

⑴

⑵

本学人文学部英語英文学科入学を強く希望し、合格した場合には入学す
る意思を明確にもつ者
次のa～dのいずれかに該当する者

a.
b.
c.
d.

出願シート
出身学校調査書
志望理由書（800字程度）
活動報告書

e.

①

②

③
高校卒業程度認定試験の合格（成績）証明書または合格見込成績証明書（該当者
のみ）

高校時代、あなたはどのような活動をしてきましたか。生徒会、クラブ活動、ボラ
ンティア活動、地域活動、海外留学などを自由に、その内容を記入してください。
各種英語技能検定試験および特別な能力や技能・資格を修得している場合は、
それを記入してください。
その他、自分の得意なこと、自分の長所などを自由に書いてください。

a. 高等学校または中等教育学校を2024年3月卒業見込みの者
b. 高等学校または中等教育学校を卒業した者
通常の課程による12年の学校教育を修了した者（2024年3月修了見込み
の者を含む。）

c.

d. 高校卒業程度認定試験（学校教育法施行規則第150条5号）に合格した
者または2024年3月31日までに合格する見込みの者（大学入学資格検
定による合格者を含む。）

なお、学校教育法施行規則第150条2号、3号、4号または7号のいずれかに該
当する者も出願することができます。この出願資格については、2023年9月1
日（金）までに本学入学センターに問い合わせてください。

出願資格

英文の構成（いわゆる五文
型がこれの代表的なもので
す）についての理解を深め
ましょう。

述語動詞が示す時制、法、
態、相をしっかりと読み取
りましょう。

実際に訳文を書く練習を
しておきましょう。分かっ
たつもりでもいざ訳すとな
ると意外にできないもの
です。

音とイントネーションに
気をつけながら、英語を
声に出して読んでみま
しょう。

人文学部
THE FACULTY OF HUMANITIES AND HUMAN SCIENCES

英語英文学科 試験日

10/22（日）

英語力試験 100点
20点

文章構成力（ライティングを含む）・読解力・リスニングテスト
音読テスト 面接（個別）30点 150点満点

課題図書は、受験生・保護者対象入試説明会［2023年6月18日（日）］で発表します。本学の入試情報サイトにも掲載します。

OnePointADVICE ワンポイントアドバイス

出願書類

配点

次の⑴～⑵すべてに該当する者

a、c、dは本学所定の用紙です。シューダイレクト出願ページから印刷してください
（108ページ参照）。出願シート以外の本学所定の用紙は、志願者本人の自筆によ
り、黒ボールペンを使用して横書きで作成してください。

調査書は選抜の参考として活用します。学習成績の状況、総合的な学習の時間の内容・
評価、特別活動の記録、指導上参考となる諸事項等をもとにして、学力の3要素全てを
多面的・総合的に評価します。志願者本人が記載する出願書類は、面接に活用します。

（注）

受験生・保護者対象入試説明会
［6/18（日）］で

課題図書発表！

面接（個別）


